





























































































































































































































































































































































































病棟の課題の明確化 病棟目標である患者中心の退院調整にむけて , どのような課題があるのかを見てきてほしい
在宅での看護ニーズの確認
在宅の中での看護ニーズの実際をみてきてほしい
在宅での看護の課題をみてほしい
学びを退院支援に活用
患者 ･家族の自宅での過ごし方を知り、退院支援に活かしてほしい
患者・家族がどのように過ごしているか理解し実践につなげてほしい
退院指導が、どう活かされているのかを見てきて、退院支援につなげてほ
しい
自身の目で耳で感じたことを体験したことを病棟の退院支援に生かすこと
でより質の高い退院支援が可能になる
外来看護を行う上で患者がどのような環境で療養しているのか把握した上
で指導することも重要
患者の過ごし方をみて入院中の患者に活かすことができる
学びのスタッフへの伝授
学びをスタッフに周知してほしい
研修で見て、感じた、その学びをスタッフに周知させてほしい
学び方の助言
服装や持ち物を含め、常識的な態度で研修するように助言
ポイントを絞って研修にいくように指導した
表４　看護師長の動機づけとその内容
するようになった、在宅の環境を聴きながら指導し
ている、などがあった。「スタッフの指導」（18 名、
78％）では、具体的に在宅の環境にあった退院指導
について助言している、情報収集や情報共有の重要
性についてチーム内で声をかけている、などであっ
た。
Ⅶ考察
１．認識の発展から行為の変化を促すポジション
チェンジ型研修
　　人が抱く価値観は、その人の具体的な行動とな
り、「ライフスタイル」や「生き様」などとなっ
て現れる。その価値観は、親から教えられること
もあるし、書物を読むことで吸収することもある。
また、個人的な体験をきっかけに、固有のあらた
な価値観が構築されることもある。病院看護師か
ら訪問看護師へと立ち位置を変えたことでの体験
が、たとえば、自宅への退院は困難だ、家族には
介護はできないと思い込んでいた固定観念、すな
わち「退院困難という固定観念」からの退院でき
るのだという「固定観念からの脱却」を促した意
義は大きい。これまでの看護体験をとおして形成
した既存の概念から、あらたな概念が形成された
意義深い瞬間。つまり、この研修は、価値観を左
右する画期的なものであったと言ってよい。認識
論的にいえば、体験という感覚的認識が、既存の
表象的認識を凌駕し、あらたな概念的認識を形成
した、すなわち、「のぼり」の道という発展を促
したといえる。
　　また、ポジションチェンジ型研修では、研修後、
3か月後に訪問看護ステーションの関係者と受講
生との交流会を行い、臨床現場の状況や課題、学
びをどう活かしているかなどを語り合う。これに
より、あらたに形成された概念と臨床現場での体
験を結び付け、言葉として表現することで、「おり」
の道となり、認識の発展を後押ししたのだと考え
る。
　　認識の発展は表現、すなわち看護師としての行
為に変化もたらす。受講生の半年後の行為の変化
として、看護師長は、入院時の情報収集の方法、
患者・家族への退院方法、スタッフへの指導、態
度や発言について 7割以上が変化したと答えてい
た。このことは、表現の裏にある認識が変化した
ことで、表現される看護行為が変化したと裏づけ
ることができる。つまり、ポジションチェンジ型
研修は、認識の発展から行為の変化を促すまたと
ない研修といえるだろう。
２．認識の発展に影響を与える動機づけの重要性
　　認識する対象は無限にあるため、何をその人が
認識するかは、その人自身の関心や興味といった
網が重要になる。言い換えると、同じ現象であっ
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ても、その人の網が粗ければ引っかからないとい
うことである。したがって、網を細かく洗練させ
ておくことは、学びの広がりに差が生じるのであ
る。
　　本研究において、看護師長は、病棟の課題の明
確化、学びのスタッフへの伝授といった「推進者
としての役割」としての期待、また、在宅での看
護ニーズの確認、学びを退院支援に活用すると
いった「実践力の向上」への期待、学び方の助言
といった「学習者としての基本的なあり方」など
の動機づけをしていた。これにより、受講生は、
上司に期待されている役割がわかると同時に、上
司から「承認されている」という感覚がもて、学
ぶ者としての「責任感」が芽生え、訪問看護ステー
ション研修へ関心や興味を高めることができたの
ではないだろうか。そして、自己の役割や学びの
テーマが焦点化されたことで、対象を捉える網が
洗練され、1日の体験研修という限られた時間の
中でも、患者の看方の変化や訪問看護の見かたの
変化など多くを学ぶことができたものと考える。
　受講生に認識発展の変化が見られた背景には、看
護師長の研修前のツボを押さえた的確な動機づけが
あった、ということを強調しておきたい。
Ⅷ　結論
１．急性期病院の看護師が、訪問看護ステーション
での訪問看護の体験をするポジションチェンジ型
研修は、【退院困難という固定観念からの脱却】【患
者中心の意味の再認識】という患者の看方の変化
や、【訪問看護師の実践力の高さを再実感】とい
う訪問看護の見かたの変化、さらに、【看護が伝
わるサマリ―の創造】【組織を超えた連携システ
ムの構築】という連携のための課題の発見という
気づきの広がりをみせるなど、認識の発展から行
為の変化を促すものであった。
２．受講生に認識発展の変化が見られた背景には、
看護師長の研修前の動機づけが影響していた。
おわりに
　本研究は、「認識の三段階連関論」を基盤として
研修を組み立て、そして教育の評価をしている。こ
の「認識の三段階連関理論」を教授してくださった
植垣一彦氏に深く感謝いたします。また、今回の訪
問看護ステーション体験型研修は 1日だけの研修で
あること、研修 1週間後の認識の変化であるという
点において限界がある。認識の変化の継続性を評価
するとともに、継続できる教育システムについても
検討していきたい。
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